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1. はじめに 

地下水の状態を調べる方法として、孔内流向流速測定も有効な手法の一つである。

今回ある現場において、切土工事箇所周辺における既存井戸への工事影響評価を目的

として、各種調査を実施した。各種調査の一つとして実施した流向流速測定について

紹介する。 

2. 測定方法 

既存井戸（井側井戸）の近傍に調査孔を新設し、流向流速測定を行った。 

2－1. 高分解能温度検層 

孔内流向流速測定に先立って、測定深度決定のために、高分解能温度検層を行った。

高分解能温度検層は、1/1000℃の精度で測定可能な最新技術を利用した検層方法で

ある。測定方法は非常に簡便であり、パソコンに接続されている温度検知センサープ

ローブを静かに孔内へ降下させていき、自然状態の地下水温を高精度に測定するもの

である。温度検層で検出された変化点深度で流向流速測定を実施する。 

2－2. 孔内流向流速測定 

孔内流向流速測定は、プローブ中央の熱源で熱せられた地下水の温度変化を、その

周囲16方向に配置された高精度温度計で記録することにより流向流速を測定する原

理となっており、これも高精度温度計を応用した新技術 である。地下水に流速があ

る場合、熱源より上流側のセンサーでは自然地下水温が測定され、熱源より下流側で

は自然地下水温より高温となる。その方向と温度差で流向流速を判定する。 

3. 測定結果 

図1に温度検層結果を示す。温度

検層では、5か所の深度で温度変化

点が検出され、この深度で流向流速

を測定した。 

流向流速測定の一例を図2に示す。

16方位上の小丸が測定結果であり、

中心に近いほど低温（上流側）であ

ることを示し、外周に近いほど高温

（下流側）であったことを示す。図

の結果では北東方向への流れが検出

されている。測定結果は5深度とも
図1.温度検層結果 
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類似した結果で、全体的に流速は極めて低速では

あるが、いずれの深度においても北東方向への緩

やかな流れが検出された。 

この北東方向へのベクトル（実線ベクトル）は、

東方向(破線)と北北西方向(一点鎖線)の成分に分

かれるとも見ることができる。いずれも、切土施

工されている本線側からの流向は確認されず、本

現場においては、工事の影響は顕著ではないと評

価した。 

4. 評価 

本現場では、流向流速測定のほかに、揚水試験や水質試験・水位観測などを行い、

総合解析では、実効雨量と井戸水位との相関を評価するなどした。流向流速測定結果

では工事影響が少ない流向が確認され、揚水試験結果においも工事前と変わらない水

量が確保されている。実効雨量解析でも顕著な工事影響は確認されない。連続的に観

測している水位観測結果においても、比較的安定した水位を保っていることが確認さ

れている。 

以上のような状況から、現時点においては、周辺井戸に及ぼす工事影響は確認され

ない。ただし、まだ施工中の段階であり、今後の水位・水質の変化には留意しておく

必要があると結論付けた。 

図3のように、切土により地下水位の低下が起こると、引っ張られて井戸の水位も

下がる可能性も考えられるため、流向が計画路線と反対側からであっても、必ずしも

影響しないとは言い切れない。また、

今後の舗装工事や法面保護工、水路工

等によって、地下へ浸透する水の流れ

が変化することも考えられる。従って、

今しばらく施工完了までは、状況に応

じて必要な試験・測定等により確認し

ておくことが望ましいと考える。 

5. まとめ 

今回、流向流速測定を行うことで、地下水の流向を捉えることができたことは意義

のあることである。流向流速測定を定期的にあるいは連続的に実施することでより詳

細に地下水流動の変化をとらえることが可能となる。今後、トンネル区間周辺の地下

水状態の把握にも有用であると考えられる。 

図3.地下水の変化イメージ図 

図2.流向流速結果 
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